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は
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釈
や

構
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視
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が
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ら
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っ

て
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げ

し
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が
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て
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が
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を
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掘
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催
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は
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に
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を
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が
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史
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史
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る
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ヤ
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の
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､

移
民
の

形
態

､
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方
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カ

ン

ガ
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+
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史
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憲
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し

て

の

ウ

ラ
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と
の

関

係
に

お

け
る
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治
的

､
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的

､
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苫
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叶
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中

日
小

ゼ

の

仮
蔑
を

用
い

で

の
一

手

漁
ぎ
ア

チ
ェ

社
会
の

構
造
分
析
に

通
用
し

た
｡

)

第

三

歴
史
の

書
き

改
め

こ

の

会
議
に

お
い

て

最
も

白
熱
の

議
論
の

や

り

と

り

が

あ
っ

た
の

は
､

右
の

最
後
に

の

べ

た

｢

東
南
ア

ジ

ア

に

お

け
る

歴
史
教
育
+

の

部
会
で

あ

っ

た
｡

歴
史

教
育
の

問
題
は

｢

国
民
教
育
+

(

Z

巴
-

○

ロ

巴

肖
d

⊆
U

賢
-

○

且

の

模
本
問
題
に

つ

な

が

る

問
題
で

あ

り
､

そ

れ

は

必

然
的
に

新
し
い

｢

国

民
史
+

(

Z
已
訂
口

巴

H
i

s
t

O
→

ユ

を

要
求
す
る

｡

い

ま
や

新
興
独
立

国
家

の

ア

ジ

ア

の

歴
史
家
た

ち

は

そ

れ

ぞ
れ

の

国
民
史
の

新
し
い

書
き

改
め
の

大
き

な

責
任
を

課
せ

ら

れ

て

い

る
｡

報
告
や

討
論
の

中
で

こ

れ

ま

で

の

伝

統
的
な

歴
史
の

ロ
e

弓
-

n
t

e
→

也
白
e
t

p
t
-

O

n

と
か

→
e

0

0

日
払

t

2
注

-

O
n

と

か

諾
T

e

く

巴

巨
t
i

O

ロ

と

か
､

こ

の

よ
.う

な

言
葉
が

い

く

た
び

語
ら
れ

た
こ

と

か
｡

セ

イ
ロ

ン

の

ア

ラ

サ

ラ

ト

ナ
ム

教
授
が

｢

ア

ジ

ア

の

歴
史
は

永
い

あ

い

だ
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

史
の

脚
註
な
い

し

附
録
と

し
て

書
か

れ

て

き
た

｡

そ

れ

は
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人
の

膨
肢
主

義
者
の

歪
め

ら

れ

た

価
値
判
断
と

偏
見
に

も

と

づ

い

て

書
か

れ

て

き

た
｡

い

ま

や
ア

ジ

ア

の

歴
史
家
た

ち
は

､

自
主
的

セ

氏
族
の

歴
史
を

再
建
し
な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

し
か

し

な
が

ら
わ

れ

わ

れ

は

被
征
服
者
の

新
し
い

歴
史
を

征
服
者
の

古
い

記
録
か

ら

書
か

ね

ば

な

ら
ぬ

と
い

う
デ
ィ

レ

ン

マ

に

立
っ

て

い

る
｡

わ

れ

わ

れ

は

た

ん
に

反
動
的

な

民
族
主
義
的
偏
見
か

ら

歴
史
を

書
き

改
め

る

と
い

う
危
険
と

誘
惑
を

乗

り

越
え
て

､

利
用
し

う
る

史
料
の

批
判
的
吟
味
と

新
し
い

科
学
的
処
理
を

通
し
て

立

派
に

再
建
の

仕
事
を
は

た

さ

ね

ば

な

ら

な
い
+

と

述
べ

た
の

は

人
々

に

深
い

感
銘
を

与
え

た
｡

接
近
方
法
の

問
題
に
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す
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歴
史
は

あ
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事
実
に

基
礎
を

お

か

ね
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な

ら
な

い
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し

か

し

歴
史
に

形
態
を

あ

た

え
る

も
の

は

事
実
の

選
択

で

あ

り
､

歴
史
に

生

命
を

あ

た
>

㌃

る

も
の

は

事
実
の

解
釈
で

あ

る
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そ

し
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の
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と
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釈
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規
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な
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は
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の
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に
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て
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さ

れ

た
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範
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+
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よ
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に
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ア
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改
め

を
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ア
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に
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も

必
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こ
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､

こ
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よ
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範
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の

重
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を

指
摘
し

た
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で

あ

る
｡
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ァ

ン
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リ
エ

ー

ル
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一

六

〇
〇
年
か

ら
一

八

〇
〇
年
ま

で

の

イ
ン

ド

ネ
シ

ア

社
会

に

つ

い

て
､

伝
統
的
な

植
民

史
に

挑
戦
し

て
､

新
し
い

自
主

的
な

イ
ン

ド

ネ
シ

ア

史
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n
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､
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の
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き

用
い

た

分
析
的
範
疇
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イ

ン

ド

ネ
シ

ア

社
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に

お

け

る

｢

政
治
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･

軍
事
的
権
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旦
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自
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寛
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こ
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析
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ゴ
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冒
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の

報
告
の

中
で

､

二

〇
世
紀
ま
で

の

イ
ン

ド

ネ
シ

ア

史
の

統
一

的
連
続
的
把
握
に

役
立
た

な
い

も
の

と

し
て

批

判
さ

れ
､

新
し

く

社

会

的
､

文
化
的
構
造
の

コ

ン

テ
ク

久

ト

の

中
で

再
検
討
さ

る

べ

き
こ

と

が

指

持
さ

れ

た
｡

い

ず
れ

に

し
て

も
､

国
民
史
の

改
造
再
建
の

問
題
は

､

新
し

い
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近

方
法
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よ

る
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し
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析
的
範
噂
の
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と
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ら

れ
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二
て

萄
一

や
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な

け

れ
.
ば

な

ら

な
い

の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な

認
識
が

会
議
参
加
者
の

共

同

財
産
打

な
っ

た
こ

と

は
一

つ

の

重

要
な

成
果
と
い

わ

な

け
れ

ば

な

ら
な

ヽ

0

､

し■

自
主
的
な

｢

国
民

史
+

と
の

関
連
で

､

自
主
的
な

地

域
史
(

声
e

g
-

O

n

巴

H
-

の
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ユ
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し
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ア
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､

こ
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を

肯
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す
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邑
と

､

こ
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香
足
す
る

ゴ
ロ

訂
→

や
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ロ
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あ
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が
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わ
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れ
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同
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を

共
通
の

基
礎
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し

て

形
成
さ

れ

た
ヨ

一

口

γ

パ

社
会
に

つ

い

て

考
え

ら

れ

る

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

史
+

と
､

そ

れ

と
ア

ナ
ロ

ガ
ス

の

意
味
で

も

共
通
の

基
礎
を

も

た

な
い

東
南
ア

ジ

ア

社
会
に

つ

い

て

の

｢

東
南
ア

ジ

ア

史
+

と

は
､

同
日

に

談
ず
る

こ

と

は
で

き

な
い

で

あ

ろ

う
｡

し
か

し

テ
ィ

ン

カ
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い
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よ

う
に
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首
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勺
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○
か
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官
ユ
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と

し

て

全
く

孤
立
的
に
の

み

取
り

扱
う

こ

と

は
､

国
民
史
と

国
民
史
と
の

接
触
交
渉
面
に

お

け

る

矛
盾
や

背
反
を

処
理

し

得
な

い

こ

と

に

な

る
で

あ

ろ

う
｡

た
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え

C

2.
P
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H
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払

冒
叫

○
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野
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已
F
e
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賢

A
巴
p

が

不

可
能
で

あ
る

と

し
て

も
､

な

ん

ら

か

の

分

析
的
範
噂
を

用
い

て

ひ

す

喜
t

弓
巴

甘
の

ど
等
○

:
訂
弓
F
O
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の

P

蒜
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を

え

が

ぐ
こ

と

は

可
能
で

あ

ろ

う
｡

而
し
て

各
国
国
民

史
は
こ

の

よ

う
な

全

地

域
の

構
図
と

し

て

の

東
南
ア

ジ

ア

の

歴
史
像
の

中
に

､

そ

れ

ぞ

れ
の

正

し
い

相
対

的
位
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を

占
め
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べ

き
で

あ

ろ

う
｡

歴
史
の

書
き

改
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い

か

な

る
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味
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お

い

て

も
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し
て
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易
な
こ
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で
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な
い
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し
か
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植
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ア

ジ
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と

独
立
ア
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､

連
続
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･
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的
･
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す
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史
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な
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